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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月4日(2010.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれぞ
れの重鎖可変領域は配列番号５で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｂ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３２で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号４５で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｃ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３３で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号４６で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｄ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３４で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号４７で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｅ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３５で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号４８で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｆ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３６で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号４９で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｇ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３７で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５０で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｈ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３８で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５１で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｉ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号３９で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５２で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｊ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４０で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５３で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｋ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４１で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５４で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｌ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４２で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５５で示されるアミノ酸配列を含み；
（ｍ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４３で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５６で示されるアミノ酸配列を含み；
又は、
（ｎ）それぞれの軽鎖可変領域は配列番号４４で示されるアミノ酸配列を含み、かつそれ
ぞれの重鎖可変領域は配列番号５７で示されるアミノ酸配列を含む；
ヒト化モノクローナル抗体又はその抗原結合部分。
【請求項２】
　請求項１に記載のヒト化モノクローナル抗体又はその抗原結合部分、及び薬理学的に許
容できるキャリア、希釈剤又は賦形剤を含んでなる医薬品組成物。
【請求項３】
　ヒトにおける肥満、非インシュリン依存性糖尿病、プラダー・ウィリー症候群、過食症
、障害性の満腹、又はガンからなる群から選ばれる疾病又は障害の治療に用いる、請求項
２に記載の医薬品組成物。
【請求項４】
　ヒトの肥満、非インシュリン依存性糖尿病、プラダー・ウィリー症候群、過食症、障害
性満腹、又はガンからなる群から選ばれる疾病又は障害の治療のための、請求項１に記載
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のヒト化モノクローナル抗体又はその抗原結合部分の使用。
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